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な方法を提案した｡ また絹糸の太さについては, 羅網の難易のほかに, 一度かかった魚が網目から脱落す
ることを考える必要のあることを論じている｡ さらに単繊維ナイロ糸の綱の性能は, 同じ材料の復繊維系
のものよりも高い｡ これは綱地の水中における透明性によるものと推定した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨







かわらず, 漁具 ･漁法学的な研究はあまりみるべきものがない｡ その理由は刺綱の漁獲機構が魚の視覚に




点を明らかにし, 資料解析の方法を検討した｡ これをもとにして, 実際の漁場から得 られた資料を処理
し, また必要な観測を行なった｡ とくに現場の水中の明るさと綱地の色との関係, 来遊魚群の体長組成と
網の目合いを種々変えた時の漁獲物の組成との関係などを求める新しい手法を用いている｡ この結果, 絹




以上のように, 本論文はサケ ･マス刺網の漁獲性能の向上という見地から, 漁具 ･漁法学上新しい貢献
をしたもので, 学術上にも実際面にも寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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